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　　　技術史ノート【18】

計算の道具と機械

　　　　　　　　　　　　　　　生〒蚤按爾史研究室

　　1．古代の討算道異

　　われわれの組先は　在ル，無イとゆう物の存在♪）認識

　から多イ少ナィ（章），電イ．軽イ（衡L長イ．短，で（度》

などの認識に進．み，抽象的な歎の劇念をつくりだした。

　しがし藪を藪えたり加減乗除をお二なうt［・．V，には，どう

　しても具農的な文宇や物膣によつてそれを表象化しなけ

ればならない。手や足の指をつかつて籔を表示したり，

今でも沖縮の．諸島その他に風脅として遣：つてiいる『結

び羅．］（Knotted　cgrd）もそtn方法の．一つである。　エジ

　プト・パビロ＝ア，ローV，中圏などで壱ま古い時代弘ら

籔字が獲明され，＝ジプトからC－．v．世界最古の緻學且とい

われるアーsスのパピルス（B．C．1550）がヨ壁見ざれてい

る。しかし二れらの歎字はいずれも後世のイソド鍛字

　〔ふつうアラビア籔字とよばれている）のように硬利に

計算を行う二とは困難であつた。したがつて當時は小石

や樺や算盤を用いて計算した。ラテソ語の．CuTcuii（小

石｝がCalculati。n（計＃）の語源になつているのにこ

の間の事情をよく物語つている。

　B．C．5，eOO年ごろすで1ニエジフ’t・やバビロaアでは算

盤をつかつたといわれ・古娼∫リシヤの算盤も獲掘．きれ

ている。國々によつて形も異るが，原理として，大理口

や金漏の盤に澁を掘り，その中を輔がる小石によつて籔

の表示や計算をするものである。V・一マ時代にはきL層NL

ボータブ♪Lな形になつて商人によく用いられ，これ，’1二巾

國や日本の算盤の阻形であるともい2．，れている。窺在。

シヤで一般につかわれている。スチヨ“tテイとゆう算盤

もロrマ傳來のものであるo

　さらに他の形式の算盤（むしろ計算墓）もあつて，弔

面を碁雌目に匠切つてその桝目に鐵宇を記入した石無金

moun板をおいた・間もなくこの算盤の代りL．．髄のテ

rブル（勘定蛋・Counter）を利用するようになつた。

籔のおかれ．ない場所，すなはちUの部分にはやがて数を

記入しない圓板がおかれるようになi］，紙の上で計算冬

れるようになると籔を記入しない圓，すなはち0が記入

されることになつた。これらのc・1・・1沖圓板は後には

籔坂り玉として18世紀ごろまで慣用され，材料亀金や

銀，費石を用いて一種の瞥澤品・財崖としての領値をも

つようになつた。

　ギリシャでは　算盤や籔坂り玉などで＝’iY［をおこなう

ことをLogistia（計算法）とよび，ブラトソなどの歎論

Arithrneticaに比してt卑俗なものとして輕蔑されたが

後にはイソ畷字による筆Y－iteqしては欝的なan．論
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の木魁して反動の立し｝に蜜、激しい諦，胎ゴ、i．．れ

ノこe算麗・は」’ヒ屯交rl気t［己』脚：まてVT4・れイキリへ・ト‘iツ．二1よ

17世紀の・鱒・ごろまで証・むなかつf、といねLて．、るn

　　2・インド敗Ptと鰍表一科asの成立期＿

　　しかLtMにアブ’fアを介してtvi・数宇が臼り
re ﾉ紹鍵才．Lσ2〔〕9∫「．，ヒサのレtlしド．＿ツ仁∫汁

t”チーの『星‘醗強1エr－・！9けヨ：紀高・、・二つて牛．升位

取りとt　c／］をもつ：「：難字力匂州・・rバ圭賠に普及ずる

ようになつノ：・・旨時は近代科學成立の手前て．，宇蛾．・（革

とともに，新．ノく陸の聲見熱にうかされノこ抗海術の獲達．

商業鰍・・一一・．フア．グチ．一・ア破立期で，莫大轍の計

鄭二要求舗ていた・しr・・t・1つて種肋反軌たとえば

組韻にtt・囎判二よる1構記載の禁止や，　C伊リ

ρの商人齢）大學て採用肋，ていた懸1の一顕課程
を削除する法［ゴ（1570年エリザペス女王昨代）なyによ

つて． m1「　lt　・f．法は髄し鞠断よ噸硯．1．細・が，・噸

念的反動に反して六衆の子弟は二そつて「i算學反（商業

載）1二黛’”・・しかしその綴の内蘇．翻一〔　姻署

は同警法や詩の杉．∴：一ご藪胆の法則（ほと／iど誕閉なし）

磁『．二鵬鱒蝋師1謝勤肋職人．1でム．つノ。。
　［甚り定・’パゆ・なら．．妊「で｝i・才ユ’よならぬ」とト1二うd）tr．…ドつノこ

く近世晒な劇念．：．隼ゐ忌ソ・・、t．’・1．．：ξ踊　Fe）

　　17～IS．ILI：杷には二2琶の算術書の出腹がおr」二’こだし

t・’籔にのぼつて・やつと’1与輪らの算燭・算環…知。交

炸し／’：017隔冠はまた，近代科學ガ～劉1ヒして．「t方法

と蘇を織狐中世健配會を臓り，現鰍ゆ様
相を饗革ナる強大な力が成長しはじ．め二時代でtt、　i｝，實

験含観察・推理を原則とする機餓的思惟論の時代でもあ

つた・1測i）・’Pるものは．≠ぺて；【肋司こだ測城嬬の

は測りうる．ごとくしよう』こして，．天文・物迎・工業按

術゜購（二の時代は：rLl”i’esの盤ヒ期でもあZ，）等の計

算により精確さζ迅蓬さ力二要ゴ匙されるようになつf二〇

15齪から16世細・かけて雛な三・醸碓成さ
れて．天文駐吻理馴だの離な計算がお二な勅しるよ

うになつたが，これぱかえつて計算者のイ．1事をはなはだ

しく苦痛のおおし．もの，二したΩスコットラソド人　John

N”’　pie「　n；w・i’enの腱を骸し・ラプラースをして階折

を少くして犬文學者の生命を2倍にした．1と猛喜ざせた二

のは17世紀の勧め（16工4年｝である。ちょうどケブラn

が惑星の軌道を調査しており，ガリレオが手製の甲遠鏡

を星に向けたと二ろであつた。閥もなく最初の濁』籔表が

編集された。近代における計算の奇陵的なカは，こうして

’



s

③

第3巻　　第7號

　　1④1

／

」

イソド激字の使用・小籔の獲見（べ）Lギe人・シモソ・

ステヴィソ（1548～1620）にょるといオiカる）とともに

野鍛の使用にょつて獲得された。このll寺代のある鰍學者

がNap孟erの罫鰍書（英1苧）を東イソド會祠二に捧げている

　　尊敬すぺく康拝す’砲

　　東インド賀易ロニド｝商串曾煎L｛

　　現窪および牽來の雫縞鰯ミSt　if　bつつ

　　　　　　をみゆλる・らい」　　　（カジ3L［，初ψ騒學曵）

　3．計算尺と計算機一近代技術とともに一一

　NapierはまノこNapiEr’s　bone（ネピーアの骨）とよ

ばれる一揮の計算蘇を獲明して，相欝廣く用いられtこが

鍛値表の範園を出なかつた。計算機械の第一歩ともゆう

べき討算尺は1630年W．Oughtredにょつて獲明され
種々の改良を加えられ18世紀中には當時・つ吐會的要求

によつて相當廣く用いられた01790年フ7ンスはメー

トル法を採用するとともに計算尺の製作についても主位

を占め1850年ごろには，今日でもMannheim　ru！eと

して知られている計算尺ができ上つt：。

　計算尺に封する意昧で今日計算機とよばれているもの

も17世紀に起源をもつている。パスカルは1642年歯

車の組合せによつて計算ができることを醗明し，　10進

装置の計算機を造つたが商品化はされなかつた。166S年

icei　Gaspard　Schottが｝反勧に實用的なものをつくつだ

といわれ，　1694年に｛よライプニッツが乗除算は加減算

の反覆であるという原理のもとにはじめて乖除箕用の計

算機を造つtt。18世紀になると17世紀に築かれた自

然科學の基礎の上に近代按術の輝やかしい開花があり，

塵業革命後の幾多の實例にも見られるように科學と按衛

の客接な結びつきが行われるようになつた。計算機破の

墾達はそのもつとも典型的な實例である。このような事

情のもとに計算機賊は18†1：紀から19慌紀へかけて多

くの科學者，按街者が眞劔ことり組んだテーマで，
Lepin（1725），　Leupo！d（1727），　Vi∈coLtnt　Mahen（1775）．

Earl　Stanhope（1775），　Matthew　Hahn（1779），　J．　H，

M眞1］er（1784）などが優れた改良案を撮出しナこ。

　1820年Charles　X．　ThomasがトPマス機としては

Wめて大量生産をはじめ1865年に500峯を組立て，

次の13年間に1，00D墓以上も造られたといわれ．る。し

かしこの分野でもつとも劃期的なものは，1878年露人

Odh皿erがトr－・？ス機を改良し，ドイツで“Brunsviga”

として大量生薩し（1920年には20，000　es）計算機製作

を近代工業の一一・分野として登場させtcことである。　（今

日，丸型又は，レバー式，ドラム式とよばれる代表的な
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タイプ）1911年には米人Monroeがキーボ＿ド式（箱

型）の計算機を護明し，モソロー計算機として今日世界

缶國に膏及する計算機江業の基礎を礎いr，：。

近代按衛蛮邉の箭提となつた近代科學成立の時期に封

籔表，汗算圏表（二sではふれなかつたが）の形で獲生

しt一計算のための方法が，次の世紀，すなわち科學の成

kのもとに近代按術が米曾有の激しさで展開した時期に

言i’算尺・計算機械として現れ，近代的な精密工業の一分野

を隔拓したという事實は，科學と竣術の交流關係の微妙

さを物語るとともに，ますます計撒化され，スビFド化

されてきk近代精紳の一面をうかがう絶好の事實でもあ

るo現在では約60種もの計算機械が世界にあり，電子

管工業の獲蓮とともに，人間の瑚喬の阪界をはるかに超

絶する互大な，精妙な電子計算機が實用化されている。

　尋．申國と日本

　申國の数學1ま　隠説的には黄帝・周公（B．C：2，70D～　、

1，100）時代にさかのぼるが，天文・暦術として籔學の基

礎がかたまつたのは漢から随の時．代〔B．　C．200～A．D，

600）である。籔をあらわすために算水（算・馨・徽）を

用いだしたのは職國時代からであ蛎　日本でも奈良時代

にはすでに算木にょo計算がお．二なわれていた。中園歎

學の黄金時代といわれる宋・金・元（960～1360）の時代

には，算二木による代緻伏元術・四元術）カ：お二なわれ

和纂においても．鮎鼠術として中國のそれを凌鴛する驚く

ぺき巧妙さを獲揮しtc。また日本の大工が古くから用．い

ている指金（さしがね）も，一握の計算尺の役目をする

もので，江戸時代に大威された。自乗・開雫・開立がか

んた々に計算されたことは注目されてよい一技術史ノ

ート7滲照一しかし計算技術に文字を使用し．なかつた
　　　　　　　　　ら
ことは，籔學におげる論理性の直決L，とともに中國，日本

の籔學の不幸であつtこといわれる。

　元の後期から籔學史的には中國でもつとも沈溜したと

いわれる明（1360～1660）の時代にかけて算盤が普及し

た。元の時代に記録された算盤はギリシャ，ローマのも

のと同蜘．こ溝の上をころがる珠によつて敷を表現してい

るのは興味深い。また轍學の沈滞期であつた時代〔明代）

に計算抜術（算盤の）がひろく民衆に普及したという事

留は，ヨーロッパの計算學校隆盛期と同様な状態であつ

て，科學史としての籔學史は，鼓術史としての計算器機

の歴史と，あるズVをもつているようである。日本への

算盤の傳來は，秀吉の臣，毛利重能が朗からもち露り，

のちに大津の職人が製造をはじめて一般に行きわたつた

といわれるp算木の計算も和算家には用いられていたが

明治になつて，洋算（イソド藪字にょる籔學）と算盤に

隔逐されてしまつナこ。笥算機が目本へ紹介されたのは日

露職孚當時，捕獲した露艦のObhner　gy計算機を中央氣

象峯で使用したのが最初であるといわれる。以後騰朝者

がもち露るものが壇し、第一家大職ごろから國壷品の製

作も政府の保護のもとに進行し，30絵年の歴史をもつ

』ているe　（1951，5，10，村松貞次郎）

　一．一霜眞は　①Ear1　Stanhepe，②Matthew　Hahn・

③Hahnの計算機．④Mtt置1erの計算機（カットは
Stanhepe　の計算機）
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